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今日の例会 “…･…･……･…･………………･“

第1559回 平成27年8月18B(火）

卓話：名古屋市千種区長各務憲一様

◆国際奉仕委員会報告 松岡多加倫君

．¥ｰ ベ ーア白ロイ に．塁金止ナプーーノ陛未二7月31日、名鉄グランドホテ

ルにて第2760地区の国際

奉仕委員長会議が行われ、名古

屋千種ロータリークラブから

私が出席してまいりました。

報告会ということもあり、各

□－タリークラブの事業報告

が一冊の冊子になっているも

のをいただき、各□－タリーク

先週の例会

第1558回 平成27年8月4日（火）晴

桜花学園インターアクトクラブ活動報告

◆君が代

◆我らの生業

◆ビジター紹介

◆ゲスト紹介 17名

桜花学園高等学校IAC顧問河合保昌先生

桜花学園高等学校IACメンバー 14.名

牧野さんゲスト宮本亜希子様牧野和佳奈様

◆出席報告

会員38 （29）名 出席23名

出席率 79~ 31 ％

前ﾉﾏ回7／21 （修正出席率） 93．55％

ラブの国際的な奉仕活動に感銘を受けてまいりました。

講演会では、開発縁上国の貧困軽減と健康増進を目指し

た取り組みを行っているNG○である、AMDA社会開

発機構大谷聡さまのお話をきいた｡途上国の方々への

支援がどれほど必要なのか、日本と比べてインフラの整

備はもちろん医療環境などがどれほど遅れているのか

など、現地を見たものでないとわからない細かな問題点

まで写真を見ながら知ることができた。

第2760地区国際奉仕委員会からも、グローバル補助

金という制度が有り、各□－タリークラブが行っている

国際的な奉仕活動の計画などを委員会に提出すると、最

低3万ドルからの事業からとはなるものの､補助金が出

る制度を利用することもできることも教えていただい

た。すでにこの制度を利用して事業を行った実績があっ

たり、この制度からの補助金を申請中であったり、とい

うクラブがいくつかありました。当クラブの国際奉仕委

員会のキャンヘルプタイランドなどの事業にもこの制
度を活用して何かもっとタイの方々のお役に立てるの

ではないかとも感じた次第である。

|大谷幹事報告

1）本日例会終了後、年次総会を行います。

全会員そのままお残り下さい

2)次週11日は休会です｡次回例会は8月18日です。

18日は理事役員会を行いますので理事役員の皆様

はご予定下さい

3）□一タリーの友8月号が届いておりますのでお帰り

にお持ち下さい

4）地区大会の登録につき、出欠の返信が未だの方は早

急に事務局まで

5）本日配布ご案内：職場例会（9/1）案内 |樫尾会長挨拶’

桜花学園インターアクトクラ

ブの14名の皆様、顧問の河合

保三先生ようこそお越しいただ

きました。

今年度のインターアクトクラ

ブ年次大会が7月20日に名古

屋国際会議場で行われ、立派な

発表ご苦労様でした。

次年度は名古屋千種□－タリ
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◆広報・会報委員会より次回卓話のご案内
委員長 萩原喜代子さん

次回8月18日（火）の例会にて

名古屋市千種区長各務憲一様

の卓話がございます。

貴重なお話を頂けると思いますので、皆様ぜひご出席

の程宜しくお願い致します

－クラブと桜花学園インターアクトクラブのホストで

平成28年7月18日（海の日）にウィルあいちにて行

I

書長テーマ順'一タリーに感議棚 樫尾冨二 泰綴麟闘蝋紙を縦籾Lで鐙りま裁。



われます。千種□－タリーとしては例会変更、全員参加

で応援したいと考えております。インターアクトの委員

長､幹事､会長エレクトを中心に運営委員会を立ち上げ、

企画･運営を共に練っていきたいと考えております。素

敵な年次総会になるよう皆様のご協力をよろしくお願

いいたします。

ロータリーの青少年奉仕プログラムとして､新世代の

ための4つのプログラムが提唱されています。

1つめのインターアクトクラブは地域社会や国際社

会で活躍できる若い人材を育てようと、1962年フロ

リダで誕生しました。高校に在学中の生徒、または地域

の12才から18才までの若い人が対象であります｡少

なくとも2つのプロジェクトを行うことが要請されて
おり、国際理解と親善を推進すること，そして地域への

奉仕活動です。

2つめのローターアクトクラプは18才から30才

までの青年男女が対象となっています。地域社会、大学
斉墓盤として設立されることが多く、地域社会における

奉仕活動を通じて親睦を深め、個々の能力の開発、役立

つ知識と技能を身につけることが求められています。

3つめはライラ、ロータリー青少年指導者壹成プログ

ラムです。 12才から30才までの青少年に、年齢毎に

対象を絞り， リーダーシップを発揮し，良き市民･人間
として成長できるよう□－タリーが実施する研修プロ
グラムであります。

4つめは青少年交換｡短期と長期がありますが最高で

1年間、自国以外の国で学校へ通学しホストファミリー
と生活を共にして様ﾉﾏな体験を積みます｡若い親善大使

として世界を一つにする役割を担います。

さてインターアクトクラブは現在120カ国、 14,

000以上が登録されています｡本日出席の桜花学園高

等学校インターアクトクラブは名古屋東、名古屋千種、
名古屋昭和のSロータリーの提唱で1995年に設立

され，本年が20年目になります。2760地区には現

在17のインターアクトクラブが登録されていますが、

部委員数は第2番目の65名で､顧問の河合先生ご指導
のもと大活躍であります｡後ほど活動発表がありますが

楽しみにしています。今後の益々のご活躍･発展を期待
しております。

こんにちは、桜花学園インターアクトクラフです。

本日はお招きいただきありがとうございます｡私達イン
ターアクトクラブの活動内容についてお伝えします。

＊各学年代表より1年間の活動報告＊

◆1年生代表 後藤さくらさん

私は、このインターアクトクラブに入部したばかりです
が、沢山の貴重な体験をしました。募金活動や老人ホー

ムでの手遊び、手話コーラス、保育園でのお手伝い、そ

してミュージックベル演奏。素敵な体験ができたのはロ

ータリーの方ﾉﾏのお陰だと思います｡そしてこれらの素

敵な体験を近い将来の為に生かし色々な事を学び､沢山

の人とふれあい、リーダー性、積極性を高めていきたい

です。そして先輩方のように周囲から信頼され尊敬され

るような人になるのが目標です。

◆2年生代表 義本萌乃さん

私はこの部活に入って1年半が経ちました。この1年半

の中で普通の高校生ではできない沢山の体験をしてき
ました｡そしてそこで自分を成長させることができまし

た。1年生の時は恥ずかしがってなかなか前で話すこと

が出来なかったり、リーダーとして皆をまとめることも

出来なかったのですが、2年生になった今、前を向いて
堂々と話すことが出来るようになりました。このように

成長できる環境で私たちが活動できているのも、ロータ

リーの方ﾉﾏのご支援があるからだと思っています。あり

がとうございます。

◆3年生代表 川口芳ノ華さん
私もこのインターアクトクラブに入部して2年半が過ぎ

ようとしています。様ﾉﾏなボランティア活動を通して、

色ﾉﾏな事を体験、経験させていただきました。これも□

－タリアンの方々のご支援あってのものです｡本当にあ

りがとうございます。自分なりにこの3年間を振り返っ

てみて、 1年生の頃は先輩の背中を追いかけるのに必死
で、只、がむしゃらに活動していました。2年生になり

先輩方が引退され、部長となり、試行錯誤を繰り返して

いました。そして3年生になった今､新たに24名の新入

部員が加わり、後輩たちの成長を強く実感しています。

私達3年生は9月の初旬に引退をするので、この様に皆

様方の前であったり、色ﾉﾏなボランティア活動に参加で
きるのももう1ヶ月を切ってしまいました。
ですが､引退してからも桜花学園インターアクトクラブ

の一員であったことに誇りを持ち過ごしていけたらと

思っております。ありがとうございます。
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クラブフォーラム’

◆太田青少年奉仕委員長より紹介

本日は千種□－タリークラブがホストの一角を務め
させて頂いております桜花学園インターアクトクラブ

顧問の河合保昌先生と、クラブに所属されています14
名のアクトの皆さんが､夏休み中の大変お忙しいところ

クラブフォーラムのお越し下さいました。

本日はインターアクトクラブの皆さんが、日頃熱心に
活動されています様子をご報告いただく事になってお

ります。それでは皆さん、どうぞ宜しくお願い致します

く桜花学園インターアクトクラブ＞

坂田奈ﾉﾏさん 山之内美和さん 近藤彩未さん

川口汚ノ華さん谷岡采奈さん光本さおいさん

水野紗良さん 義本萌乃さん 河方愛瑠さん

辻真祐子さん片伯部結香さん布施友紀実さん
工藤菜愛さん後藤さくらさん

◆使用済み切手回収報告 1年布施友紀実さん

この度は､使用済み切手回収にご協力いただきありがと
うございます。集まりました切手は、社会奉仕協議会を

通じ「お誕牛円おめでとう本部」に寄付し世界中の切手

蒐集家に販売されます｡そしてそのお金は施設の恵まれ

ない子供たちに､誕生日プレゼントをするために使用さ

れます。□－タリークラブの皆様には毎回、多くの切手



を送って戴き感謝しております。これからもどんどん枚

数を増やしていき､一人でも多くの子ども達が笑顔にな

るよう続けていきたいと思っておりますので、またのご

協力宜しくお願い申し上げます｡本日はありがとうござ

いました。

◆桜花学園IAC顧問河合保皀先生ご挨拶

顧問になりまして､すなわちこの

インターアクトクラブができて

20年経ちました。当初は部員が

集まらずに3学年合わせても

10人いるかいないか、というよ

うな時代が何年も続きました。

いつ廃部になるか､と内心思いつ

つ頑張って参りました｡現在はあ

りがたいことに毎年20名くら

◆エコキャップ回収報告 1年工藤菜愛さん

インターアクトクラブはエコキャップを回収していま

す。生徒の皆さん先生方、ロータリークラブの皆様の

ご協力により、数多くのエコキャップを回収することが

できました。前年度g月26日～11月7日までに回収

したエコキャップは25,910個でした。

エコキャッブBOO個で1人分のワクチンとなります。今

回は32人分のワクチンとなりました。業者の不正によ

りエコキャップ回収は中止となりました。

ご協力ありがとうございました。

蝉
‐
炉’
いの部員が入ってくれて、総勢60数名で活動しており

ます｡方針として"やれることは全て生徒にやらせよう”

できることは全て生徒にやらせる、とても我慢の必要な

事ですが、これを3年位続けていくと、全て生徒自分た

ちでできる、こちらが指示をしなくても事前に判断して

やれるようになってくるんだという事をこのインター

アクトクラブの中で学ぶことができました。

来年、年次大会のホストを輪番制で廻って参りまし

た｡千種□－タリーの方々にも一緒にご協力いただいて

盛り上げていきたいと思っております。明確なイメージ

は出来上がっておりませんが、基本は「シンプルイズ

ベスト」でやりたいと思っております。

次年度年次大会のテーマは『ぬりえ』になりました。

もともとインターアクトクラブというのは勝ち負けを

決めるクラブではない、それぞれが努力しているところ

を皆で見せ合うのが本来の姿と思っております。其々

17のインターアクトクラブがありますが、色に例える

といろいろな色があり、それを塗りあうという形でひと

つの大きな絵を完成させる、その大きな絵というのは全

てのインターアクトだと思っております。

まだまだ具体的案はございませんが、ロータリアンの皆

さんと相談しながら進めていきたいと思っております

ので、また次年度7月、宜しくお願い致します。

今後ともどうぞ宜しくお願い致します。

◆海外研修報告 2年辻真祐子さん

私は､7月23日～31日まで海外派遣団30名と共にオー

ストラリア・パースヘ行ってきました。最初は、私は英

語が得意ではないので、不安ばかりでとても緊張してい

ましたが､ホストファミリーと対面しその不安はすぐに

なくなりました。ホストファミリーはたくさんの所に連

れて行ってくれていろいろな体験をさせてくれました。

そこでは、人との関わりの大切さをよくわかることがで

きました。研修として高校や小学校に訪問し、沢山のコ

ミュニケーションをとることができました。他にも色々

な体験をすることができました。こんなにも素敵な体験
ができたのも□－タリークラブの皆様のおかげです。

本当にありがとうございました。

◆ミュージックベル演奏

“花は咲く”

次年度「第27回インターアクトクラブ年次大会」

日程:2016年7月18B(海の日）

会場：ウィルあいち

◆手遊び “いわし”
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年次総会

1, 2014-15年度決算報告の件

2, 2015-16年度予算書の件

最後に。
会員挙手により承認されましたミュージックベル演奏

"見上げてごらん夜空の星を”

“ふるさと”影 一骨 ＆一■ ■一巳 e一● ｡一申 申一甲 ●一由 ｡一申 ■一■ ｡一｡ ●一



とによって達成しようとしていることの表れでもあり

ます｡各地区におかれましてもITセミナー等を開催し

て会員全体へのご理解を賜るようにお願いいたします。

私たち□－タリーコーディネーター、□－タリー財団コ

ーディネーター、□－タリー公共イメージコーディネー

ター、恒久基金大口寄付アドバイザーは、皆様方の地区

の研修にも喜んで参加いたしますので、いつでもお気軽

にお声をおかけください。

＊特別月間（8月）名称変更のご案内＊

RI本部からの通達により、8月の特別月間の名称が

変更になりました

「会員増強・拡大月間」二「会員増強・新クラブ

結成推進月間」
!!MembershipandNewClubDevelopmentMonth"

蝦"行ｨ棚や震,“
2014-15年度寄付金結果

－14億円を達成しました－

2014-15年度の寄付額は約14億1,500万円で

した。前年度と比べて5.8％増（普通寄付金2.0%増、

特別寄付金7.5％増）、約7,700万円の増加です。

寄付総額が2008年度以来､6年ぶりに14億円を超

えました｡個人平均寄付額も3年連続で15,000円台

を超える15，996円となりました。また、34地区中

24地区が前年度の個人平均寄付額左上回りました。会

員皆様のご尽力に深く感謝いたします。新年度も変わら
ぬご支援を賜りますようよろしくお願い申し上げます。

■ガバナー月信8月号より

ロータグーコーディ宗一ターニューズ

第2ゾーンRC金杉誠

＊新年度を迎えて（地域別会員増強計画概要）

コーディネーターニュースを発行するようになりま

してちょうど一年がたちました。

皆様ご承知のように、日本には第1ゾーン第2ゾーン第

3ゾーンの3つのゾーンがございます。このコーディネ

ーターニュースは、各地区を超えて日本全体での情報共

有を目指しているものですが、つい先日、北RI直前理

事、杉谷RI理事、辰野地域別会員増強プロジェクトリ

ーダー、及び3ゾーンのコーディネーターが日本事務局

に集まりまして､15～16年度ガバナーの皆様から頂い

たアンケート調査結果に基づきまして、地域別(すなわ

ち日本全体の)会員増強計画の概要を決定いたしまし

た。主な目標を下記に記します。

1、全クラブのうちの30%が、□－タリークラブセン

トラルで少なくとも15の目標を設定し､達成状況を

記録する

2､各地区で新しい□一タリークラブを少なくとも1ク

ラブ設立する。

3、会員の男女比を縮小するため、女性会員の比率を少
なくとも2％増やす

4，会員の年齢層を広げるため、40歳未満の会員の比

率を少なくとも2％増やす

5、新会員推薦者の数を少なくとも1％増やす

6、会員維持率を少なくとも1％増やす

7、各クラブで会員の50%がMyROTARYに登録す

るよう奨励し、MyROTARYの登録者数を増やす

8、全クラブの30%が、ウェブサイト、ソーシャルメ

ディア、広報関連資料を更新し、もっと生き生きした

ものにする

9、全クラブの30%が、 「クラブ評価」を実施し、多

年度にわたる会員増強戦略を立てる

画

’
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堀江宏輝

ホームクラブご無沙汰しました

ご夫人誕生日お祝い

小林英毅

桜花学園インターハイで4年連続優勝おめでとう

ございます。まさに伝統の力ですね

加藤重雄

大相撲名古屋場所が終わったら、今度は介助犬を

支援することになりました

大谷 恩

本校バスケットボール部インターハイ4年連続

21回目の優勝をしました。応援ありがとうござ

いました。本日インターアクトクラブがお世話に

なります。宜しくお願い致します。

竹内眞三

「何の兆しか、この暑さ」

只者ならず
もちろん各地区ガバナーはそれぞれ地区目標を立てて

おられると思いますので、各地区での目標達成に向けて

ご努力頂きますようお願いいたします｡今年度の特徴と

しては従来の会員増強の数値目標のみならず、ロータリ

ークラブセントラルやMyROTARYへの登録の数値目

標が設定されていることであります。これはラビンドラ

ンRI会長の示された会長賞の必須項目に「15のクラ

ブ目標を□一タリークラブセントラルに入力する」とあ

る事に対応したものです｡何れにしるRIは戦略計画の

実践をロータリーのホームページの利用を促進するこ

桜だ…インターアクトの旨さﾝiﾉ、

この壹右元気に蒜って下きり）

計23件

ゞ |合計64, 000円’
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平成27年8月25日（火） 3階バロックの間
Z支重室の日

次回例会

ー司ボッグズ “ 鷺


